
 みやま市立岩田小学校 第１学年 単元「あわせていくつ ふえるといくつ」 系統に基づく発展 
  
１ 本単元での発展的な学習で育てる資質・能力 

本単元では、合併や増加の場面における足し算『（一位数）＋（一位数）＝（１０以下の数）』につ
いて、立式したり計算したりしてきている。そこで、発展的な学習として、５のまとまりに着目して
３口の足し算をする学習へと進む。つまり「４＋３＋２」や「２＋４＋３」などの問題で、足して５
になる組み合わせを先に見つけて計算していく学習を仕組んだ。この学習は、繰り上がりのある足し
算の学習につながるとともに、計算の順序に対する考えを深めたり、広げたりできる。 

  本単元での発展的な学習として、５のまとまりに着目して３口の足し算をする学習を行うのは、次
の単元である繰り上がりのある足し算の学習へと関連するからである。なぜなら、その単元において
は、先に１０のまとまりを作り「１０とあといくつ」の考えで計算することにつまずく子どもが少な
くない。そこで、先に５のまとまりを作って足し算をする考えが、繰り上がりのある足し算の学習に
おける「１０とあといくつ」の考えにつながっていくと思われる。 

 
 
 
 
 
２ 本単元の指導計画（総時間数１０時間）  
配時 学習内容 指導形態 学習活動 

合併場面の理解と立式(１) 一斉 １ 合併の場面を数図ブロックで操作する。 

２ 合併場面の理解と立式(２) 一斉 ２ 合併の場面における立式の仕方を知り、式に書い
て答えを求める。 

増加場面の理解と立式(１) 一斉 ３ 増加の場面を数図ブロックで操作する。 

２ 増加場面の理解と立式(２) 一斉 ４ 増加の場面における立式の仕方を知り、式に書い
て答えを求める。 

 
 

一斉 ５ 合併や増加の問題場面を理解して立式したり、 
 絵を利用して合併や増加の問題作りをしたりする。

４ 

足し算の適用場面の理解と、計
算の練習  

一斉 
 

６～８ 学習した考え方をもとに、カードを使うなど
してたし算の練習をする。 

１ 

《発展的な学習》 
答えが５以下になる３口の計算
の仕方を理解する。 

一斉 ９ （一位数）＋（一位数）＋（一位数）＝（５以下
の数）の計算の仕方を理解する。 

２ 
本
時 

答えが１０以下になる３口の計
算で、先に５のまとまりを作っ
て計算する。 

一斉 １０ 「４＋２＋３」や「３＋４＋２」などで、５の
まとまりを作って計算する。 

３ 発展的な学習の教材と指導方法 
  本単元「あわせていくつ ふえるといくつ」における発展的な学習として、先に５のまとまりを作
って足す３口の計算（答えが１０以下）を仕組んだ。 
そのために、前時では、（一位数）＋（一位数）＋（一位数）＝（５以下の数）の計算の仕方を理

解させ、答えが５以下になる３口の計算ができるようにした。 
本時では、まず、「３＋２＋２」と「３＋１＋３」の 2 つの式で答えが早く分かるのはどちらか、

ブロックを使って具体物の操作をしながら比べ、「３＋２＋２」では「５と２」となり、５があるか
ら分かりやすいことに気づかせた。次に、このことから「４＋ ２＋３  」や「３ ＋４＋ ２ 」 
 
のように、先に５のまとまりを作って答えを求めていく計算をさせていった。この際、ブロックを使
わせたりドット図をかかせたりすることにより、５のまとまりを作ってさっと分かりやすく計算がで
きるようにしていった。 
 

○本単元の発展的な学習でつながる考え方
・「１０とあといくつ」の考え方で足し算をすることができる。         【たしざん２】
・数を入れ替えたり、式の規則に従って計算をしたりすることができる。   【式と計算の順序】

かえるは、あわせてなんびきだろう。 

あわせていくつになるか、かんがえよう。 

かえるがふえると、なんびきだろう 

ふえるといくつになるか、かんがえよう。

３つのかずのけいさんをしよう。 

２＋３ ３ ２

５をつくって、けいさんしよう。 



４ 本時の目標 
（一位数）＋（一位数）＋（一位数）＝（１０以下の数）の計算において、５のまとまりを作って計
算することのよさに気づき、３口の足し算をすることができる。 

５ 準備物 〈教師・児童〉学習プリント 数図ブロック ドット図  
６ 発展的な学習の指導の実際 

学 習 活 動 の 実 際 指導上の留意点 
１ ➀「３＋２＋２」と②「２＋２＋３」の 2 つの式で、答えの分か
りやすさについて話し合い、学習課題をつかむ。 
・ブロックを操作したり、ドット図をかいたりして、答えの分かり
やすさについて比べる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 解決の方法を考え、学習の見通しを持つ。 

○ 追求の仕方をつかむ。 
・ブロックを操作したりドット図をかいたりしながら、５を作って計
算をしていくことをつかむ。 

３ 「２＋２＋３」の問題で、順番を変えると分かりやすく答えが見つ
けられないか話し合い、問題１をする。 

○「２＋２＋３」で、先に５を作って答えを見つける計算の仕方につ
いて話し合う。 

 
 
 
 
 
 
○問題１をする。 

 
 
 
 
 
 
 
４ ５といくつの考え方を使って、問題２をする。 
 ○問題２をする。 
 
 
 
 

 
○問題２の計算の仕方について話し合う。 

 
・ ３＋４＋ ２＝９のような、 

先に５を作って 
計算する仕方について、話し合う。 

 
５ 学習のまとめをする。 
○５といくつの考え方を使った足し算の仕方をまとめる。 
 

○めあてをつかませる。 
・ブロックを操作したり、
ドット図をかいたりし
て、「３＋２＋２」と「２
＋２＋３」で、答えの分
かりやすさについて比
べさせる。 

 
○1  
②            

 
とを比べさせ、①の方が
５のまとまりができて
答えが分かりやすいこ
とをつかませる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○順番を変えて計算して
もいいことを伝え、先に
５を作る方法を考えさ
せ、計算の仕方を話させ
る。 

○２＋      のよ 
 
うに、５のまとまりを表
させる。 

 
 
 
 
 
 
 
○ ３ ＋４ ＋２のよ 
 
うに、５のまとまりを表
させる。 

 
※机間巡視をし、式の順番
どおりに計算する子ど
もには、５のまとまりの
作り方を表したプリン
トを渡す。 

 
 
 
○本時学習における足し
算の仕方をまとめる。 

２＋  ２  ＋ ３＝  ７ 

＋ 

写真１ ブロックを操作する児童 
 ５をつくって、けいさんしよう。 

①３＋２＋２       ＝７ 
 

＋ ●●●●● ●● ５＋２＝７ 

②２＋２＋３       ＝７ 
 
 ●●● ＋ ４＋３＝７ 

＋●●●●● ●●

●●●● ●●● 

＋ ●●

２＋３＝５ 
２＋５＝７ ２＋３ 

問題１ 
１＋３＋２  
２＋４＋１  
３＋１＋４ 

問題２  
３＋４＋２ 
１＋３＋４   
４＋２＋１ 

５をつくってけいさんすると、わかりやすい。

●●●● 

５ が で き た の
で、答えが分かり
やすいな。 

●●●●●

２３ 

写真２ 計算の仕方を説明する児童 

初めに、３と２で５で
す。次に、その５と４で
９です。答えは、９です。

５にたすとか
んたんだった。

児童の学習ノート(問題１)


